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Thequestionnaireinvestigationconcemingtheconversationinahome,qualityoflife(QOL),actualliving

conditionofalife,wasdonefbrthefirstgradeofjuniorhigh-schoolandthesecondgrade砿Thisresearchaimedto

findthedirectionalityofsupporttothejuniorhighschoolstudent・AsaIEsult,ithasbeenunderstoodthatnotonly

thelifestylebutalsotheconversationsituationintheirhomewererelatedinjuniorhighschoolstudentisQOL,It

willbethoughtthattheYbgoteachershoulddealwiththestudentbythinkingabouttheiractuallivingconditions

andtheconversationsituationintheirhomeinthefUture．
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１．はじめに

近年の情報化や都市化に伴い，児童・生徒を取り巻

く環境は複雑化し，子どもの自殺，学校でのいじめ，

家庭内暴力，非行，犯罪など様々な問題が起こってい

る．さらに，それらの原因として,生活習I慣の乱れや，

心身の健康（QualityofLifb；以下ＱＯＬと略す）の低

下が挙げられている').特に思春期にあたる中学生は，

中学校入学による学校環境の変化や学業‘クラブ活動

に伴う生活リズムの変化，あるいは親子関係や友人関

係における価値観の転換期にあたり2)，これらの生活

習‘慣・生活環境の著しい変化が生徒に与える影響は大

きいものと考えられる．

思春期における生活習‘慣とＱＯＬとの関連について

は，小学５年生および中学２年生を対象とした平成

21年子どもの生活実態調査3)で，就寝時刻が遅い者．

睡眠時間が短い者および朝食を毎日食べていない者は

QOLが低いと報告されている．また，根本ら4)や鈴

木5）も食事や睡眠とＱＯＬとの関連について同様の結
果を報告している．これらのことからも生活習‘慣の不

良な者はＱＯＬも低くなると考えられる．

また，近年の家庭環境については，不況に伴う両親

の忙しさに加え，学力社会の風潮の広がりによって子

どもも習い事や塾で毎日忙しく，そのような社会背景

＊すみれ薬局

*＊城東小学校・白川小学校

が親子のコミュニケーションにも影響を与えていると

報告されている6)．特に中学生は，親への反抗心が芽

生える時期でもあることから，中学生になると親子の

断絶など,親子の会話が少なくなると言われており7)，

上野ら6）も中学生の約４割は親を理解者と捉えてお

らず，親子のコミュニケーションに対して消極的であ

ると述べている．

’998年の中央審議会答申「新しい時代を拓く心を

育てるために」８)では，親子の会話不足を取り上げ

ており，家族一緒の食事を大切にし，家族間での会話

を増やすことが必要であるとしている．また，家族

と共に食事を摂ることは，栄養バランスが整えられ，

食生活が良くなるだけでなく，食事中に会話をするこ

とで，その場面での楽しい雰囲気が親子関係を親密に

し,心の健康に良好な影響を与えると言われている7)．

さらに，小西ら9)は，親に自分の気持ちを言いに

くいと思っている子どもほど「心の健康度」が低いと

いう報告をしており，家庭環境は子どものＱＯＬにも

何らかの影響を与えていると考えられる．また，小西

ら9)は，中学生は両親への批判を高め，家族を否定

的に見るようになる傾向があり，そのような中で家族

が互いにコミュニケーションを高めていくことは難し

いが，子どもにとって親とのコミュニケーションは非

常に重要なものであると述べており，情緒的な関係を

親から友人へと移行させる過渡期にある中学生期にこ

(８３）
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そ，家庭でのコミュニケーションが不可欠であると考

えられる．

また，玉江ら'｡〉も親・兄弟との関係が不良な中学

生は，情緒不安定・身体症状を訴える頻度が高いとい

う結果から，身近な人間関係の良否は中学生の心身に

大きな影響を及ぼすと述べており，家庭環境とQOL，

生活習‘慣との関連が認められている．

さらに，家庭での会話とＱＯＬの関連について，森

脇ら'１)は，女子大学生を対象として，思い出し法に

よる小学生時の食事中の楽しい会話頻度について調べ

ており，小学生時の家庭での食事中の楽しい会話が親

子関係を良好にし，心の健康度を高めると報告してい

る．また，西原ら'2)も，小学生の時に家庭での会話

が多い者は健康状態が良く，規則正しい生活をしてい

たと述べている．

以上のように，中学生のＱＯＬと睡眠・食事習‘慣と

の関連は明らかになっている３‐5)が，運動習慣や学

校生活などのその他の生活習'慣とＱＯＬとの関連を見

たものは少ない2)．また，家庭での会話とQOL，生
活習‘慣との関連は，小学生については明らかになって

いるlL12)が，これらの研究に関して中学生を対象と

した報告はなく，しかも家庭での会話については，会

話頻度のみの調査にとどまっている．

そこで本研究では，中学生の家庭での会話頻度およ

び会話満足度を家庭での会話状況とし，さらに，睡眠・

遅刻回数.忘れ物日数･食事の実態を生活実態として‘

中学生の家庭での会話状況とＱＯＬおよび生活実態と

の関連を分析し，養護教諭が行うべき支援の方向性に

ついて考察した．

2．研究方法

１．調査方法

1）調査期間

平成２１年１０月下旬～１１月中旬

2）調査対象

調査について，協力が得られたＫ県内の中学校一

校の１．２年生計３１６名（男子１７６名140名）を対象

とした．

3）調査方法

(1)事前準備

調査の協力を得るにあたり，Ｋ県内の一中学校の校

長先生及び養護教諭に対し調査内容を郵送した．その

後，調査内容の説明を行い本研究への協力を求め，同

意を得た．

(2)調査手順・項目について

選択肢および自由記述を用いた質問紙を作成し，各

学級担任により集合一斉調査を行った．

2.調査内容

調査に用いた質問紙は，巻末の資料とした．

l）調査対象者のプロフィール

学年・組・番号については記入，性別については男

か女かを選択するよう求めた．

2）ＱＯＬ得点について

調査時前１週間のＱＯＬに関する質問内容は，平成

21年子どもの生活実態調査3)を参考にし，調査対象

校からの助言を得て，質問項目・選択肢の表現を分か

りやすく変更し用いた．

ＱＯＬ質問紙尺度は，身体的健康，情緒的well‐

being，自尊感情，家族，学校，友達の６因子，各４項

目から成り立っている．選択肢は，４「いつもだった」

～ｌ「ぜんぜんなかった」の４件法であり，合計得点

範囲は24点～９６点である．点数が上がるにつれて

QOLが高くなることを示している．なお，身体的健

康の３項目；問３（１）～(3)，情緒的well-beingの３
項目；問４（２）～(4)，家族の２項目；問６（３）(4)，

学校の２項目；問４（３）(4)，友達の１項目；問６（４）

については，逆転項目として扱う．

3）集中力得点について

調査時前１週間の集中力についての質問内容は，平

成２１年子どもの生活実態調査3)を参考に５項目作成

した．選択肢は,４｢いつもだった｣～l｢ぜんぜんなかっ

た」の４件法であり，合計得点範囲は５点～20点で

ある．点数が上がるにつれて集中力が高くなることを

示している．なお，全項目を逆転項目として扱う．

4）生活実態について

休日を除く調査時前１週間の生活実態についての質

問内容は，平成２１年子どもの生活実態調査3)を参考

に，就寝時刻，睡眠時間，朝食摂取状況，朝食共食者，

夕食摂取状況，夕食共食者の６項目および西原ら'2）

を参考に，遅刻回数，忘れ物日数の２項目計８項目を

作成した．就寝時刻については,｢９時ごろまで」～「１

時以降」まで３０分刻みの９段階から１つを選択する

よう求めた．睡眠時間については,「１０時間以上｣～｢５

時間以下｣までの７段階から１つ選択するよう求めた．

朝食・夕食の摂取状況については，「毎日食べた」「と

きどき食べなかった」「ほとんど食べなかった」から

１つ選択するよう求めた．朝食・夕食の共食者につい

ては，「家族全員」「家族の誰か」「自分ひとり」「その

他の人」から１つ選択するよう求めた．また，「その

他の人｣の内容は記述とした.遅刻回数については,｢毎

日」「３～４回」「ｌ～２回」「０回」から１つ選択する

よう求めた．忘れ物日数については,｢毎日｣｢3～４日」

｢ｌ～２日」「忘れ物はしなかった」から１つ選択する

よう求めた．
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5）家庭での会話について

調査時前１週間の家庭での会話についての質問内容

は，平成２１年子どもの生活実態調査3)を参考に会話

頻度，会話満足度，会話内容の３項目を作成した．会

話頻度については,｢毎日話した」～「全然話さなかっ

た｣の４択で選択するよう求めた．会話満足度は,「(家

族は自分の話を）とてもよく聞いてくれる」～「全然

聞いてくれない」の５択で選択するよう求めた．会話

内容は，１２項目から複数回答で選択するよう求めた．

なお，「その他」の内容は記述とした．

3.倫理的配慮

各学級担任に調査内容の説明を依頼し，質問紙調査

を実施した．調査は匿名で行いプライバシーの配慮を

行った．さらに，記録物の管理には細心の注意を払っ

た．

4.分析方法

各項目の回答数および各項目間の比較については，

全体および学年，男女の単純集計を行い，ｘｚ検定を

用いて１％および5％の危険率で有意差判定を行った．

また，ＱＯＬ得点および各因子得点に関しては平均を

求め，１％および5％の危険率で平均値の差の検定を

行った．その後，平均値±標準偏差（以下ＳＤ）を算

出し，２群に分けた．また，ＱＯＬ得点および各因子

得点間の関連については，スピアマンの相関係数（r‘）

を求めた．

ＱＯＬ得点においては平均値十sＤ以上を高得点群，

平均値一ＳＤ以下を低得点群とし，各因子得点におい

ては，平均値十ＳＤ以上を良好群，平均値一ＳＤ以下

を不良群とした．ＱＯＬ得点と集中力得点，生活実態，

家庭での会話との全体・学年別・‘性別間の比較にはｘ２

検定を用いて１％および5％の危険率で有意差の判定

を行った．なお，統計処理にはExcel統計2008を用

いた．

5.用語の操作的定義

l）家庭

家庭とは,「回答者が思い描く“家族"が生活する場」

と本研究では定義する．

2）家族

家族とは，「回答者が思い描く生活を共にする者」

と本研究では定義する．

3）ＱＯＬ（QualityofLifb）

平成２１年度子どもの生活実態調査3)によると「主

観的な心身両面からの健康度・生活全体の満足度」と

定義されており，本研究でもこの定義を用いた．

4）生活実態

生活実態とは，「睡眠・遅刻・忘れ物・食事の実態」

と本研究では定義する．

3.結果および考察

1．ＱＯＬについて

ＱＯＬ得点の平均値は表ｌの通り，１年生86.6±

10.06点，２年生83.8±9.53点であり，学年間におい

て有意差（P<0.01）が見られ，２年生の方がＱＯＬ得

点が低かった．中学１．２．３年生を対象とした根元ら4）

の調査では，学年が上がるにつれてＱＯＬ得点が低く

なるという結果が出ている．このことから，ＱＯＬ得

点は１年生より２年生の方が低くなることが予想で

き，本研究でもそのような結果になったのだと考えら

れる．また，中学１．２．３年生を対象とし「小学校高

学年から中学生の生活の満足度（QOL）質問紙」を

用いた中村ら'，)の調査によると，性別間のＱＯＬ得
点に有意差がみられ，男子より女子が低かったとして

いる．本研究でも，そのような結果になると考えられ

たが，今回は男子85.1±１０．１１点，女子84.9±９．５７

点で，性別間でＱＯＬ得点に有意差は見られなかった．

これは，中村ら１３)の調査では37項目のＱＯＬ質問紙

が使われており，本研究で用いたＱＯＬ尺度とは内容

も異なるため，尺度の違いが影響したことも一因と考

えられる．

表1．全体・学年・性別におけるＱＯＬ得点比較

全体
学年

１年 2年生

性別

男子 女子

人数 316 144 172 176 140

平均 85.0 86.6 83.8 85.1 84.9

標準偏差 9.86 10.06 9.53 10.11 9.57

有意差 ●●

、.ｓ、

t検定：｡｡.P<０．０１，．s.,有意差なし

さらにＱＯＬ得点を因子ごとに見ると，身体的健康

得点は学年間で有意差(P<0.05)が見られ,１年生(12.6

±２．１２点）の方が２年生（12.2±2.09点）よりも平

均得点が高かった．また，中学１．２．３年生を対象と

した鈴木5)の調査でも，身体的不調得点は学年が上

がるにつれて高くなるという結果が出ており，本研究

でも同様の結果が得られた．また，学校得点も，今回

学年間で有意差(P<0.01)が見られ,１年生(12.0±２．０７

点）の方が２年生（11.4±２．１１点）よりも高かった．

一方，自尊感情得点は，性別間で有意差（P<0.01）が

見られ,男子(6.9±2.37点)の方が女子(14.4±1.70点）

よりも高かったが，学年間では有意差は見られなかっ

たこれに関連して，中学１．２．３年生を対象とし

た松寄ら'4)の調査では，自尊感情は，性別間・学年

間に有意差（P<0.01）が見られ,男子が女子より高く，

1年生が最も高く，次いで２年生であり，３年生が最
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も低かつた．このことから，自尊感情得点は男子より

女子の方が低く，学年が上がるにつれて低下すると予

想され，本研究においては，性別間では同様の結果が

得られたものの，学年間では差は見られなかった．こ

れは，松寄ら'4)の調査では１０項目の自尊感情尺度が

使われており，本研究で用いた自聴感情因子項目とは

内容も異なるため，尺度の違いが影響したことも一因

と考えられる．

2.生活実態について

就寝時刻については表２，３の通り，全体の57.3％

の者が夜１１時ごろまでに就寝しており，今回夜１１時

までの就寝者割合は１年生66.7％，２年生49.4％で

あったまた，中学１．２．３年生を対象とした岡部

'５)の調査によると，夜１１時ごろまでに就寝する者は

50.3％となっており，対象とした学年の差を考慮して

も，本研究の対象者の殆どは平均的な時刻に就寝して

いると考えられる．さらに，睡眠時間については，中

学１年生の63.2％，２年生の63.4％の者が６～８時間

の睡眠時間であった．平成２１年子どもの生活実態調

査3)においても，中学２年生の平日平均睡眠時間は

6.58時間という結果であることから，今回の研究対

象の殆どが平均的な睡眠時間をとっていると考えられ

る．

表2．全体における就寝時刻の回答数と割合
（％）（､=316）

就寝時刻 回答数 割合

9時ごろまで ４ 1.3％

9時半ごろ 1５ 4.7％

１０時ごろ 3７ 11.7％

１０時半ごろ 5４ １７．１％

１１時ごろ 7１ 22.5％

１１時半ごろ 5８ 18.4％

１２時ごろ 3９ 12.3％

１２時半ごろ 2０ ％

1時以降 1８ ％

表３．学年･‘性別における就寝時刻の回答数と割合（％）

学年 性別

就寝時刻 1年生 2年生 男子 女子

(n=144） (n=172） (､=176） (､=140）

９時ごろまで １ ％ ３ 1.7％ ３ 1.7％ １ 0.7％

９時半ごろ ９ ％ ６ 3.5％ 1２ ％ ３ 2.1％

１０時ごろ 2６ 18.1％ １１ ％ 2３ １３．１％ 1４ １０．０％

１０時半ごろ 2９ 20.1％ 2５ 14.5％ 3４ 19.3％ 2０ 14.3％

１１時ごろ 3１ 21.5％ 4０ 23.3％ 3７ 21.0％ 3４ 24.3％

１１時半ごろ 1９ 13.2％ 3９ 22.7％ 3０ 17.0％ 2８ 20.0％

１２時ごろ １８ 12.5％ 2１ 12.2％ 2１ 119％ １８ 12.9％

１２時半ごろ ６ 4.2％ １４ 8.1％ １１ ％ ９ ％

１時以降 ５ ％ 1３ ％ ５ ％ 1３ 9.3％

有意差 ●● 、.ｓ、

Ｘ２検定：..,P<0.01,,.s.,有意差なし

遅刻回数については，全体の91.5％の者が遅刻を

しなかったという結果であり，学年間・′性別間で遅刻

回数に有意差は見られなかった．

忘れ物日数については，全体では58.5％の者が忘

れ物をしなかったという結果であり，学年間．‘性別間

で忘れ物日数に有意差は見られなかった．

朝食摂取については，全体では84.2％の者が朝食

を毎日食べていた．中学３年生を対象とした平成２０

年度の全国学力・学習状況調査'６)によると，朝食を

毎日食べている者は81.2％となっており，熊本県で

行われた平成20年食育推進に関する調査'7>では中学

１．２．３年生の83.3％の者が毎日朝食を食べるという

結果が出ている．本研究ではこれらの朝食摂取率をや

や上回る結果となった．

朝食の共食者については，今回全体の11.1％の者

が家族全員で朝食を摂り，51.9％の者が家族の誰かと

朝食を摂っているという結果であった．平成20年度

の全国学力・学習状況調査'6)によると，中学３年生

の40.5％が家の人と一緒に朝食を食べているという

結果が出ており，本研究ではこれを大きく上回る結果

となった．一方，陶山ら'8)は，中学１．２．３年生に

おいて学年が上がるほど朝食を１人で食べる者の割合

が高かったと述べている.本研究においても朝食を｢自

分ひとり（で食べる)」者は１年生（32.6％)，２年生

(40.1％）で同様の結果が得られた．

夕食摂取については，全体では943％の者が夕食

を毎日食べていた．ほとんど食べなかった者が０人

だったことからも，夕食摂取状況は良好であると考え

られる．また，夕食の共食者については，50.9％の者

が家族全員で夕食を摂っていた．家族全員ではなくて

も，43.4％の者が家族の誰かと夕食を摂ると答えてお

り，夕食を１人で食べる者はほとんどいないと考えら

れる．平成20年度の全国学力･学習状況調査'6)では，

中学３年生の80.3％が家の人と一緒に夕食を食べて

いるという結果が出ており，本研究ではこれを上回る

結果となった．今回の結果が全国学力・学習状況調査

'６)と異なったのは，本研究の調査対象が中学１．２年

生であるのに対し，全国学力・学習状況調査'6)の調

査対象は中学校・中等教育学校・特別支援学校中学部

それぞれにおける３年生であったことが影響している

と考えられる．

3.家庭での会話について

家庭での会話頻度については表４の通り，家族とど

のくらい話をしたかという問いに対し，全体の69.0％

の者が毎日話していた．しかし，‘性別間に有意差が見

られ,女子は｢全然話さなかった｣｢ほとんど話さなかっ

た」の割合が3.6％であったのに対し，男子は11.3％

であり，女子の方が男子よりも家庭での会話頻度が高
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かつた．

家庭での会話満足度については，家族はあなたの

話を聞いてくれるかという問いに対し，全体の34.8％

の者が「とてもよく聞いてくれる」と答え，45.9％の

者が「わりと聞いてくれる」と答えていた

表4.全体・学年・性別における家庭での会話頻度の回
答数と割合（％）

家庭での

会話頻度

全然

話さなかった

ほとんど

話さなかった

話さない日も

あった

毎日話した

全体
(､=316）

２ 0.6％

2３ ％

7３ 23.1％

218 69.0％

有意差

学年 性別

1年生 2年生 男子 女子

(､＝144） (､=172） (､=176） (､=140）

１ ％ １ ％ ２ 1.1％ ０ 0.0％

１０ ％ 1３ 7.6％ １８ １０．２％ ５ ％

3２ 22.2％ 4１ 23.8％ 4９ 27.8％ 2４ １７．１％

１０１ 70.1％ 117 68.0％ 107 60.8％ 1１１ 79.3％

ｎｓ． 申卓

Ｘｚ検定：･･･P<0.01,s.､有意差なし

家庭での会話内容については，全体では，「学校で

の出来事」が77.2％で最も多く，「部（クラブ）活動

のこと」70.6％，「友達のこと」45.9％だった会話

内容は‘性別間で有意差（P<0.05）が見られ，「学校で

の出来事」が男子77.3％,女子77.1％で最も多く，「部

(クラブ）活動のこと」が男子71.6％,女子69.3％,｢友

達のこと」が男子43.2％，女子49.3％と全体と同じ

傾向であったが，「地域。近所のこと」については男

子9.1％，女子5.0％であり，男子の方が地域．近所

のことに関する会話をしていた．

4.ＱＯＬと生活実態との関連について

ここでは，ＱＯＬと生活実態との関連について，

QOL高得点群・低得点群と生活実態のクロス集計を

もとに考察する．

就寝時刻においては表５の通り，全体ではＱＯＬ

高得点群・低得点群間に有意差（P<0.05）が見ら

れ，ＱＯＬ低得点群で夜１２時以降に就寝している者が

42.8％と高得点群の13.0％に比べて有意に多かった

表5.全体における就寝時刻とＱＯＬ得点高群・低
群別の回答数と割合（％）（*）

QOL得点
就寝時刻 低得点群 高得点群

(､=49） (､=54）

9時ごろまで １ ％ ０ ％

9時半ごろ ０ ０0％ ５ ％

１０時ごろ ４ ８2％ ８ 14.8％

１０時半ごろ ８ １６ 3％ １６ 29.6％

１１時ごろ ８ １６ 3％ 1０ 18.5％

１１時半ごろ ７ １４ 3％ ８ 14.8％

１２時ごろ ８ 1６ 3％ ５ ％

１２時半ごろ ５ 1０ 2％ ２ 3.7％

1時以降 ８ 1６ 3％ ０ ％

これはつまり，ＱＯＬ高得点群は低得点群に比べ就寝

時刻が早いと考えられる．鈴木5)によると，中学生

において就寝時刻の早い者の方が心身の不調得点が低

いとされている．また平成２１年子どもの生活実態調

査3)では，就寝時刻が遅い者はＱＯＬ得点が低いとい
う結果が出ている．このことから，ＱＯＬ低得点群の

方が就寝時刻が遅いと予想され，本研究でも同様の結

果が得られたものと考えられる．

睡眠時間においては，全体ではＱＯＬ高得点群・低

得点群間に有意差（P<0.05）が見られ，睡眠時間が

６時間未満の者がＱＯＬ低得点群で33.3％とＱＯＬ高

得点群の5.6％に比べて多かった平成２１年子ども

の生活実態調査3)では，睡眠時間が短い者はＱＯＬ得
点が低いという結果が出ている．これらのことから，

QOL低得点群の方が睡眠時間が短いと考えられる．

さらに，性別では女子のＱＯＬ高得点群・低得点群間

に有意差（P<0.01）が見られており，ＱＯＬ高得点の

女子は低得点の女子より睡眠時間が長いと考えられ

る．

遅刻回数と忘れ物日数においては，全体・学年別・

性別においてＱＯＬ高得点群・低得点群間に有意差は

見られなかった．これは，本研究対象者の遅刻回数・

忘れ物日数の結果が良好であり，不良な者がほとんど

いなかった為であると考えられる．

朝食摂取状況においては，全体ではＱＯＬ高得点群・

低得点群間に有意差（P<0.01）が見られ，毎日食べた

者はＱＯＬ高得点群で92.6％と低得点群の63.3％に比

べて多かった．また，学年別でも１年生（P<0.05)，２

年生（P<0.01）共に有意差が見られ，学年に関係なく

QOL高得点群の方が朝食を毎日食べる傾向にあった．

性別では男子のＱＯＬ高得点群・低得点群間に有意差

(P<0.01）が見られ，ＱＯＬ高得点の男子は低得点の男

子より朝食を毎日食べる傾向にあった．これに関連し

て，平成２１年子どもの生活実態調査3)では，朝食を

毎日食べない者はＱＯＬ得点が低いという結果が出て

いる．これらのことから，ＱＯＬ高得点群の方が朝食

を毎日食べる傾向にあると考えられる．

また，夕食摂取状況においては，全体ではＱＯＬ高

得点群・低得点群間に有意差（P<0.05）が見られ，夕

食を毎日食べた者はＱＯＬ高得点群で100.0％と低得

点群の89.6％に比べて多かった.よって朝食と同様に，

ＱＯＬ高得点群の方が夕食を毎日食べる傾向にあると

考えられる．

5.家庭での会話と生活実態との関連について

ここでは，家庭での会話と生活実態との関連につい

て，家庭での会話頻度および会話満足度と生活実態各

項目のクロス集計をもとに考察する．

就寝時刻と会話頻度の関連は，全体で有意差
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(P<0.05）が見られ，夜９時半～１１時頃に就寝してい

る者は家庭での会話頻度が高く，「毎日話した」が７

割を超えていた．また，性別でも，男子（P<0.05）女

子（P<0.01）共に有意差が見られ，性別に関係なく，

早く就寝する者は家庭での会話をよくしていると考え

られる．

就寝時刻と会話満足度の関連は，全体は有意差

(P<0.05）が見られ，夜９時頃～１１時頃に就寝して

いる者は家庭での会話満足度が高く，「とてもよく聞

いてくれる」「わりと聞いてくれる」がそれぞれ７割

を超えていた．さらに学年別では，１年生で有意差

(P<0.01）が見られ，早く寝る１年生は家庭での会話

満足度が高いと考えられる．西原ら'2)によると，家

庭での会話がほとんどない者は就寝時刻が不定で遅寝

の傾向が強いと述べられており，本研究でも，就寝時

刻が遅い者は会話の頻度が低く，さらに会話の満足度

も低いという結果が得られた．これらはつまり，家庭

であまり話していなかったり，満足のいく会話が出来

ていない者は就寝時刻が遅いと考えられる．

睡眠時間と会話頻度･会話満足度との関連は，全体・

学年別・‘性別において有意差は見られなかったよっ

て，家庭での会話頻度や会話満足度と睡眠時間自体は

関連がないと考えられる

遅刻回数と会話頻度の関連は，全体で有意差は見

られなかったが，女子にのみ有意差（P<0.05）が見ら

れ，会話満足度との関連においても，女子にのみ有意

差（P<0.05）が見られた．よって，女子では遅刻をし

ない者は家庭での会話頻度および満足度が高いと考え

られる．

忘れ物日数と会話頻度の関連は，全体では有意差

(P<o,05）が見られ，忘れ物をしない者は家庭での会

話頻度が高く｢毎日話した｣者が74.6％であった.また，

学年別では１年生にのみ有意差（P<0.05）が見られて

おり，この結果が全体での有意差に影響していると考

えられる．西原ら'2)によると，家庭での会話がほと

んどない者は忘れ物をよくする傾向があったとしてお

り，本研究でも同様の結果が得られた．一方，会話満

足度と忘れ物日数との関連では，全体・学年別・性別

において有意差は見られなかった．これらはつまり，

会話の満足度にかかわらず，家庭での会話が少ない者

は，忘れ物をよくする傾向にあり，それは特に１年生

に見られると考えられる．反対に２年生において家庭

での会話頻度と忘れ物日数との関連が見られなかった

のは，学校生活にも伽慣れ，家族に言われなくても自分

のことは自分でしようとする意識が芽生えるためでは

ないかと推測される．

朝食摂取状況と会話頻度との関連は，全体では有意

差（P<0.01）が見られ，朝食を毎日食べた者は家庭で

の会話頻度が高く「毎日話した」が72.6％であった．

また，学年別では１年生のみ有意差（P<0.01）が見ら

れ，性別では男子のみ有意差（P<0.01）が見られてい

た．また，会話満足度との関連においては，全体では

有意差（P<0.05）が見られ，朝食を毎日食べた者は会

話の満足度が高く「とてもよくと聞いてくれる」「わ

りと聞いてくれる」が838％であった．また，学年

別では１年生にのみ有意差(P<0.01）が見られていた．

以上のことから，朝食を毎日食べる者は家庭での会話

頻度および会話の満足度が高いと考えられ，これは特

に１年生に強い傾向だと考えられる．

夕食摂取状況と会話頻度との関連は，全体では有意

差（P<0.01）が見られ，夕食を毎日食べた者は会話の

頻度が高く「毎日話した」が70.5％であり，学年別

では２年生にのみ有意差（P<0.05）が見られ，‘性別で

は男子（P<0.01）女子（P<0.05）共に有意差が見られ

ていた．また，会話満足度との関連は，全体では有意

差はみられなかったが，学年では２年生のみ有意差

(P<0.01）が見られ，性別でも男子，女子共に有意差

(P<0.05）がみられ，夕食を毎日食べる者は家庭での

会話満足度も高いと考えられる．

以上のように，朝食や夕食の摂取状況と家庭での会

話頻度・会話満足度が強く関連していることが明らか

となったが，これは，上野ら6)が「家庭でのコミュ

ニケーションの取り方には，父の帰宅時間，母の職業

の有無，子どもが週に習い事・塾へ通う日数などが影

響している」と述べているように，家族がそれぞれ‘忙

しい中で共有できる時間は朝夕の食事をする時に限ら

れると考えられるため，朝食や夕食の摂取状況が良く

なると家庭での会話頻度・会話満足度も高くなると考

えられる．

6.ＱＯＬと家庭での会話との関連について

ここでは，ＱＯＬと家庭での会話との関連について，

QOL高得点群・低得点群と家庭での会話のクロス集

計をもとに考察する．

家庭での会話頻度においては表６の通り，全体では

QOL高得点群・低得点群間に有意差（P<0.01）が見

られ，毎日話した者はＱＯＬ高得点群79.6％であり低

表6.全体における会話頻度とＱＯＬ得点高群・低群別
の回答数と割合（％）（**）

QOL得点
会話頻度 低得点群 高得点群

(､=49） (､=54）

全然話さなかった １ 2.0％ ０ ％

ほとんど話さなかった １０ 20.4％ ２ ％

話さない日もあった 1３ 26.5％ ９ 16.7％

毎日話した 2５ 51.0％ 4３ 79.6％

Ｘ２検定：・・,Ｐ<0.01
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表7.全体における会話満足度とＱＯＬ得点高群・低群
別の回答数と割合（％）（**）

ＱＯＬ得点
会話満足度 低得点群 高得点群

(n=49） (､=54）

全然聞いてくれない １ ％ ０ 0.0％

ほとんど聞いてくれない ２ 4.1％ ０ ％

あまり聞いてくれない ４ 8.2％ １ 1.9％

少し聞いてくれる 1４ 28.6％ １ 1.9％

わりと聞いてくれる 2０ 40.8％ 2０ 37.0％

とてもよく聞いてくれる ８ 16.3％ 3２ 59.3％

x２検定：・・,Ｐ<0.01

得点群の51.0％に比べて多かった学年別では２年

生においてのみＱＯＬ高･低得点群間で有意差(P<0.01）

が見られており，この結果が全体での有意差にも影響

していると考えられる．以上のことから，ＱＯＬ得点

が高い者は家庭での会話頻度も高いと考えられる．

家庭での会話満足度においては表７の通り，全体で

はＱＯＬ高得点群・低得点群間に有意差（P<0.01）が

見られ，とてもよく聞いてくれると感じている者は

QOL高得点群59.3％であり低得点群の16.3％に比べ

て多かった．学年別・性別でもＱＯＬ高・低得点群間

で有意差（P<0.01）が見られた．以上のことから，学

年・男女に関係なくＱＯＬ得点が高い者は会話の満足

度も高いと考えられる．

西原ら'２)によると，家族との会話の有無と小学生

の心身の健康度との間には正の関連性が認められ，家

族との会話の頻度が高い者ほど心身の健康度が高い

傾向にあると述べている．また，平成２１年子どもの

生活実態調査3)では家庭での会話満足度が高い者は

QOL得点が高いという結果が出ており，本研究では

QOL得点が高い者は会話の頻度だけでなく会話の満

足度も高いという結果が得られた．つまり，家庭でよ

く話していたり，満足のいく会話ができることは，中

学生のＱＯＬを高めるものと考えられる

４．まとめ

今回，

話状況と

を行い，

中学校の１．２年生を対象とし，家庭での会

ＱＯＬおよび生活実態についての質問紙調査

それらの関連を分析し，以下の結果を得た．

1．全体・２年生において，家庭での会話頻度が高い

者はＱＯＬが高く，全体・学年・性別において，

家庭での会話満足度が高い者はQOLが高かった．

2．全体・性別において，家庭での会話頻度が高い

者は夜９時半～１１時頃に就寝しており，全体．

１年生において，家庭での会話満足度が高い者は

夜９時頃～１１時頃に就寝していた．

3．女子において，家庭での会話頻度および会話満足

度の高い者は遅刻回数が少なく，全体・１年生に

おいて，会話頻度が高い者は忘れ物日数が少な

かった．

4．全体・１年生・男子それぞれにおいて，家庭での

会話頻度が高い者は朝食を毎日食べる傾向にあ

り，全体・１年生において，家庭での会話満足度

が高い者は朝食を毎日食べる傾向にあった．

5．全体・２年生・‘性別それぞれにおいて，家庭での

会話頻度が高い者は夕食を毎日食べる傾向にあ

り，２年生・性別において，家庭での会話満足度

が高い者は夕食を毎日食べる傾向にあった．

6．ＱＯＬ得点は中学１年生より２年生の方が低かっ

たが，‘性別間で差がなかった．

7．全体・学年・男子それぞれにおいて，朝食を毎日

食べていない者はＱＯＬ得点が低く，全体におい

て，夕食を毎日食べていない者はＱＯＬ得点が低
かった．

8．全体において，就寝時刻が遅い者はＱＯＬ得点が

低く，全体・女子において，睡眠時間が短い者

はＱＯＬ得点が低かった．

以上の結果から，中学生の家庭での会話とＱＯＬ

および生活実態との関連が明らかになり，中学生の

QOLの向上には生活習慣のみならず家庭での会話状

況も関連していることが示唆された．今後，心身の不

調を訴える生徒に対して養護教諭は，生徒の生活実態

や家庭での会話状況なども念頭に置きながら，対応し

ていく必要があると考えられる．

5．おわりに

本研究の限界としては，一中学校の１．２年生のみ

に調査したという対象の狭さがあげられる．よって，

今後の課題としては，中学３年生の実態を把握すると

ともに，他校との比較や校種間の差について調査・研

究していく必要があると考えられる．
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